
令和６年度青森県スマート農業推進セミナー開催要領 

  

１ 目 的 

農業の労働力不足が深刻化する中、最新のデジタル技術の早期普及・定着を推進するた

め、ロボットやＩｏＴなどの先端技術を活用した実証事例や経営課題の解決事例、取組事

例について紹介することで、生産者や生産者団体等のデジタルリテラシーの向上を図る。 

   
２ 日 時 

  令和７年２月１０日（月）１４：４５～１６：３０ 

 

３ 場 所 

青森県総合社会教育センター 大研修室（青森市荒川藤戸１１９－７） 

 

４ 内 容 

（１）スマート農業の導入と有効性（スマート農業実証プロジェクトの経営分析結果をもとに）  
   国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構 農業経営戦略部 
    兼みどり戦略・スマート農業推進室 上級研究員 田口光弘 氏 

１４：４５～１５：３５ 
 

（２）有限会社アグリ山﨑におけるスマート農業の活用状況と人材育成の取組内容について  

      農業生産法人 有限会社アグリ山﨑 代表取締役社長 山﨑正志 氏 
１５：４０～１６：３０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 参集範囲 

農業者、農業関係団体、市町村、地域県民局地域農林水産部、県関係課等 

 

６ 出席申込み 

別紙「出席申込書」により、令和７年１月３１日（金）までに、メールで申し込んでく

ださい。 

 

 

 

【問合せ先】 

青森県農林水産部農林水産政策課 産業技術高度化推進グループ 

TEL 017-734-9474、ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：takumi_okayama@pref.aomori.lg.jp 

当日、同会場では地方独立行政法人青森県産業技術センター農林総合研究所に

よる研究成果発表会（13:00～14:20）、第１研修室で同ポスターセッション

（14:20～14:45）が開催されます。 

＜有限会社アグリ山﨑の取組＞ 

【主な品目】土地利用型作物 

【スマート技術等】国のスマート農業実証プロジェクトにも参画して、「最新技

術導入による輸出用高品質米生産体系での環境保全型スマート農業

の実証」に取り組んでいる。また、トヨタのカイゼンによる経営改

善にも積極的に取り組んでいる。 

【販路拡大】有機栽培や輸出に取り組んでいる。 


